
 

基礎看護学Ⅰ 

  

  

基礎看護学 

  （実習） 

 

2単位 

（135時間） 

 

配当：１～2年次 

 

基礎看護学実習の位置づけ 

実習での経験を通して看護することの意味を考え、それを看護観につなげていくための実習

とする。また、看護実践に必要な基礎的能力を身につけ、それを専門領域への学習へつなげて

いく実習とする。 

      ねらい         実習目標 

 

 

 

基礎看護学実習Ⅰ 

 

 

 

実際の看護場面を見学することに

より、入学時に漠然ともっている

看護のイメージを具体化していく

ための実習とする。学習した看護

の概念に関する知識が実践とつな

がり、イメージ化でき、その後の

看護学や関連科目と結びつけた考

えができるようになる。 

１．看護活動を見学し、看護とは何かを具体

的に考えることができる。 

 

 

 

 

 

 

基礎看護学実習Ⅱ 

 

 

 

１人の患者を初めて受け持ち、

その対象に関心を持ち続け、苦痛

やニードをなんとかしようとコミ

ュニケーションを図り、手を差し

伸べる。その関わりの中でリフレ

クションを行い、自己の気持ち

や患者のニーズに気づき、次

への関りを考える。このように看

護の基本姿勢である関心を寄せる

ことを通して看護の基礎を学ぶ。 

１．受け持ち患者に関心を寄せ、コミュ二ケ

ーションがとれる。 

 

２．受け持ち患者に必要な何かを考えられ、

手が差し伸べられる。 

 

３．体験をリフレクションし、自己の気持ち、

患者のニーズが考えられる。 

 

 

 

 

基礎看護学実習Ⅲ 

 

 

 

人間関係を形成しながら、患者

の健康問題の解決に向かっていく

プロセスを学ぶ。その過程の中に

は、患者に関わる中で得た情報を

統合させ、患者の全体像を捉え、

看護上の問題を抽出し、看護計画

を立案することが含まれ、それに

よってよりよい援助が実践できる

ことを学ぶ。 

１．受け持ち患者との関わりを繰り返す中で

対象を理解する。 

２．受け持ち患者にとって必要な看護援助を

計画、実施、評価することで、よりよい

援助が考えられる。 

３．体験をリフレクションし、自己への気づ

き、患者への影響が考えられ、自己の関

わりの方向性が考えられる。 

４．専門職業人に必要な姿勢、態度が何かが

考えられる。 

実習病院  京都第二赤十字病院 


